
乗鞍岳山スキー（滑り納め）報告 

 

【山域】北アルプス・乗鞍岳 

【日時と天気】2017年 6月 11日（日）晴れ 

【メンバー】CL 菊池 TM・滝本・鈴木 卓（元会員）・池上 TM（船山） 

【行程】 

千葉菊池家 3：15－8：00乗鞍高原観光センター駐車場 8：30－バス―肩の小屋口－

乗鞍岳山頂―蚕玉岳―滑走－道路―肩の小屋口駐車場－滑走－屋根坂―冨士見岳

2680m付近―滑走－位ヶ原山荘 15：26―バス－観光センター―せせらぎの湯―帰葉 

 

・長い山スキー期間の滑り納めとして、以前は 6 月中旬から下旬まで富士山・乗鞍・鳥海

山などで楽しんでいたが、2015年は 5/30の乗鞍、2016年は寡雪のシーズンで 5/21の乗

鞍、5/22 の針ノ木が滑り納であった。今期は残雪がたっぷりであり、滑り納めは是非 6

月にと意気込んでいた。4月～5月は週末の天気が概ね良好であり、予定していた山スキ

ー計画は殆ど予定通り実行できていた。体力的に難しいと考えていた富士山登頂山スキ

ー、久しぶりの白馬鑓温泉、針ノ木マヤクボ～山頂山スキーなど、GW 後はハードなロ



ングルートを絶好のツアー日和に恵まれ、毎週充実した山岳スキーを満喫。 

6月第１週は、徳本峠越え上高地ウエストン祭山行を 14名で実施したため、第 2週の乗

鞍に賭けていた。梅雨入りして天気が危ぶまれ、「てんきとくらす」の表示が直前まで目

まぐるしく変化、実施は難しいと諦めムードになりかけたが、天は熱意のある我々に味

方してくれて 11日（日）に絶好のツアー日和を提供してくれた。 

 

・観光センター駐車場に到着し準備をしていると、小生の名前を呼ぶ声が聞こえた。驚い

て声の主の方に顔を向けると、なんと先週、徳本峠の初日の朝、道の駅「風穴の里」で

初対面、隣に先行してテント仮眠をなさっていたＩＧさん。先週も乗鞍岳に山スキーに

来たが低温で苦労したとのことで、小生が「来週は乗鞍で滑り納め」と伝えておいたた

め、多分同行できるであろうと、宇都宮から 2 週連続で乗鞍に通った山スキー愛好家で

ある。この方は、私の現職場のＯさんの高校の後輩、フェイスブックでやり取りをなさ

っているとのこと。山スキーでの偶然の出会

いはよくあり狭い世界であると実感した。一

日同行し、メル友となり、おそらく山スキー

仲間として、来期は同行回数が増えるであろ

う。駐車場付近はまさに新緑の美しい時期で

あり、これから向かう残雪の乗鞍岳を目の当

たりにしてテンションは一気にアップした。

8：30 発の始発のバスは 3 台、多いときは 5 台ほど出るが、さすがに 6 月ともなるとお

客さんは減るようである。空気が澄んだ素晴らしい山スキー日和なのに、なんともった

いない。我々はラッキーであると口にしながらバスに乗りこんだ。 

 

・バスは 5~6ｍの高さはある雪壁の間を縫って肩の小屋口に到着した。気合を入れてシール

登行開始。この時期、稜線直下の急斜面は雪が繋がってないこともあるが、今期は雪が

多く、稜線まで苦労せずシール登高可能であった。登山者も多く、団体さんが一列にト

ラバースしており絵になる光景であった。 

 



 

山頂からは 360度の大パノラマ、撮影ポイントでは譲り合いながら記念撮影を行った。 

 山頂直下の小屋は今年もオープンしており、昨年ここで購入した紫のＴシャツ姿で、小

屋のオヤジも記念撮影に加わっていただいた。今年も美味しいコーヒータイムでしばし

休憩。ウイスキーを美味しそうに戴いている若い二人と楽しいテレマーク談義で盛り上

がった。 

 



・お愉しみの滑走は、いつもの蚕玉岳から、35 度位の急斜面で始まり標高差約 350ｍ、道

路まで雪が繋がっている素晴らしいルート。 

 

 

 

 

 

 

 

 



上質のザラメに一部フィルムクラスト、思い思いの豪快なアルペンターン・華麗なテレタ

ーンを楽しめた。下部は降雨による縦溝と凸凹があるが適度に緩んだ雪質でコントロール

は可能であった。道路に降りて 150ｍほど歩くと肩の小屋口駐車場に到着、しばし休憩後、

位ヶ原山荘に向かう途中、屋根坂あたりからトラバースしながら冨士見岳山頂につながる

斜面に移動、標高 2640ｍ位までシール登高し、今シーズン最後の滑走を楽しんだ。縦溝で

苦労したが、乾燥しあまり高温になりすぎない日和のため、雪は腐らず板はよく走った。

滑走した冨士見岳から下る斜面を振り返って滑り納を祝って記念撮影した。 

最後は荒れた雪面とブッシュが気になる。慎重に下ってフィナーレとなった。 

 

位ヶ原山荘でバスを待つ間、小生は今年もジョッキを傾け、山菜取りに興じるメンバー

もいた。 

 

今回の温泉は昨年、地元の方から聞いてい

た無料の半露天風呂（せせらぎの湯）、観

光センターの駐車場から 100ｍ余り下り橋

を渡ってすぐ右に降りていくと見つかり

ます。知る人ぞ知る小さな温泉風呂、貸し

切りで汗を流せました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


